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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　膵管内発育増殖を特徴とする黒田1型の粘液産生膵

癌は，浸潤傾向が少なく比較的予後良好な膵癌とされ

てきたが，症例の集積にともない周囲への浸潤やリン

パ節転移を示す悪性度の高い，予後不良なものもみら

れるようになり，慎重な臨床的取扱いが必要となって

きている．しかしながら，その臨床病理学的特徴は，

十分に解明されておらず，腫瘍か非腫瘍かの鑑別診断，

腫瘍の悪性度診断，また悪性例の組織学的進展様式な

ど，治療方針の根幹にかかわる問題点が未解決であっ

た．そこで著者は，黒田1型の粘液産生膵癌の臨床病

理学的研究，とくに組織学的進展様式において腫瘍の

肉眼型と浸潤，リンパ節転移の有無に着目した分析を

行い治療方針を決定する上で有用な新知見をえた．

　対象および方法

　教室で切除した黒田1型に属する17例を対象とし

た．

　1．臨床的事項の検討．1）年齢，性差，発生部位，

2）臨床症状，3）手術成績

　2．病理学的事項の検討．切除標本を20％ホルマリン

固定後，5mm間隔の全割切片を作製し，Hematoxylin－

Eosin染色後ルーペ像でpolypoid型（腫瘍の膵管内増

殖部の高さが3mm以上）10例とnat型（腫瘍の膵管内

増殖部の高さが3mm未満）7例の2型に腫瘍の肉眼型

を分類し，光顕的に検討した．1）膵実質への浸潤，2）

主膵管での尾側膵管内進展，3）リンパ節転移，4）組

織学的諸因子と術後遠隔成績の関連

　結果

　1．臨床的事項

　1）年齢は46～86歳．平均64歳，男女比は14：3，発

生部位は頭部16，体尾部1であった．2）臨床症状は一

部重複も含め，腹痛58．8％，背部痛35．3％，他に発熱，

糖尿病悪化，黄疸がそれぞれ5．9％であった．無症状も

3例（17．6％）にみられた．3）手術死亡はなく，術後

合併症（胆腸吻合部狭窄）は2例であった．

　2．病理学的事項

　1）膵実質への浸潤は17例中4例（23．5％）に認めた．

且at型の7例には浸潤は1例もなく，polypoid型10例

中4例（40．0％）に浸潤を認めた．2）主膵管内での尾

側膵管内進展は17例中16例（94．1％）が嚢胞内あるい

は嚢胞の辺縁から5mm未満にとどまり，　polypoid型

とHat型で差はなかった．3）リンパ節転移は2例

（11．8％）に認めた．且at型にはなく，polypoid型10例

中2例（20．0％）のみに転移を認めた．4）術後観察期

間は7カ月から7年3カ月であり，polypoid型で実質

浸潤を有しリンパ節転移陽性の1例が1年5カ月で癌

死したほかは，全例生存中である．

　考察および結論

　粘液産生膵癌17例の臨床病理学的研究の結果，腫瘍

の肉眼型でHat型には膵実質への浸潤，リγパ節転移

はなく，polypoid型のみに膵実質への浸潤（40．0％），

リンパ節転移（20．0％）が認められたという新知見は，

粘液産生膵癌の外科治療方針のみならず，腺腫，過形

成といった良性の粘液産生膵病変の臨床的取扱いの上

でも，きわめて有用な指標となりうるものと考えられ

た．
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論　文　審　査　の　要　旨

　粘液産生膵癌は1980年大橋によって初めて報告された新しい疾病概念である．そのうち黒田の分類1型のも

のは報告例は未だ100例に満たない．その特徴は浸潤傾向が少なく予後も良好とされてきたが，なかには通常の

膵癌と同様に予後不良のものも知られるようになり，慎重な臨床的取扱いが必要になってきた．

　本論文は，切除17症例の詳細な臨床病理学的検討により，腫瘍の肉眼型で且at型には膵実質への浸潤，リン

パ節転移を全く認めないのに対し，polypoid型ではこれを認め，悪性度の高い型であるという新知見を明らか

にし，治療方針決定の上で極めて有用な指標を示した．臨床上，学術上価値あるものと認める．
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